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〒104-0043　東京都中央区湊2丁目 12番6号 湊SYビル3F 日本海事広報協会気付

https://kaijishi.jp/The Japan Society for Nautical Research

日本海事史学会は、海事一般に関する歴史・法律・民俗・水産・考古・船舶・航海・海運など、海事史だけにとどまらず
ひろく海の人文学、社会科学等あらゆる分野に関心を持つ学界や在野の研究者の方々の交流をはかる総合研究の“場”です。

ご入会随時受付中

メール： kaijishi.info@gmail.com

【主な活動】専門学術誌『海事史研究』の発行（年1回）／総会（年1回）・例会（8月と総会開催月を除く年10回） など

●会員にはメールでご案内をお送りしています。
　メールが届いていない方は、右の申込先までお問合せください。

●関心をお持ちの方ならどなたでもご参加いただけます。
　メールでお申し込みください。
　※希望者多数の場合は抽選とさせていただきます。
　お申込みいただいた方には9月23日（水）までにご連絡いたします。

■申込〆切：2026年9月22日（火）正午（12:00）
■申込先：kaijishi.web@gmail.com （担当：大野）
メールの件名を「日本海事史学会Web例会申し込み（非会員）」
として、本文にはお名前をお書きください。

戦間期の海外移植民事業とラジオ放送

「南米移民の父」神足徳三郎船長（中）とアルゼンチンの国民的画家
キンケラ・マルティン（左）、詩人ヴィクトル・モリーナ（右）
1933年2月13日、ブエノスアイレスにて撮影
（Rey, Pablo José. 2018. El Hijo Dilecto Quinquela Martin. Buenos Aires, 
Asociación Civil Rumbo Sur, p.47）

『移民船から世界をみる』『季刊民族学』194号

［今後の開催予定日　Web例会：10月24日（土）・11月21日(土)／例会＠駒場：12月19日(土)］

2026年9月26日（土）14:00～16:00 Zoomにて開催（ルームオープン 13:30）

　2025年に100周年を迎えた日本のラジオ放送は、
その発展期が日本人の海外植移民の最盛期と重なって
いた。本報告では、両者の発展の重なる1930年代に、
海外移植民（特にブラジル移民）をめぐって行われた
ラジオ放送番組のタイトルと内容、文化史的・社会史的
意義を明らかにすることを試みる。
　ブラジルへの移民は、1933年には約2万5000人、
1934年には約2万1000人とピークを迎えたが、同時期の
ラジオでも、海外移植民事業の指導者の講演や移民船
出航の実況中継を試みるなど、これと関連する動きが
みられた。本報告では、モダニズムから国策の時代を
背景に、ラジオ放送の発展と海外移植民の推進という
30年代のトレンドの交点ともいえる活動をめぐり、次の
トピックスを中心にラジオという広報メディアと海外
移植民という国策事業の関係性や歴史的意義の解明を
試みたい。

①1923年：ラジオ放送開始の契機：関東大震災における船舶無線の活躍

②1933年：「ラヂオ移植民講座」の制作・放送

③1934年：新鋭の移民船「りおでじやねろ丸」出航の実況放送

④1940年：紀元二千六百年奉祝海外同胞東京大会「海外同胞の夕」の制作・放送

■ 講師：根川 幸男
ね  が わ さち  お

参加費無料

  

■根川 幸男（ねがわ さちお）日本海事史学会会員
国際日本文化研究センター特定研究員
近著：『移民船から世界をみる』（サピエンティア 69）（法政大学出版局, 2023）、
『季刊民族学』194号 特集「海と河川をめぐるグローバルヒストリー――人・ものの往来と
文化創発」（監修・執筆）（千里文化財団, 2025）


